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令和元年度事業報告 
１） 公益目的事業Ⅰ 
（１）全日本医薬品登録販売者統一薬事講習会（第 3回生涯学習研修会） 
令和元年１０月２４日（木）午後１時～午後４時 会場 京都経済センター６階Ｂ・Ｃ室 
参加者 会員１３０名 一般３０名 合計１６０名 

 
Ｂ－第１講座「薬事関係法規、制度適正使用、安全対策 
講師 京都府健康福祉部薬務課           副課長    中川 拓也先生 
Ｂ－第２講座「リスク区分の変更が有った医薬品」 
講師 京都市保健福祉局医務衛生課        薬務係長    牧野 紘也先生 

 Ａ－第４講座「咳、痰」 
講師 第一三共ヘルスケア（株）             大阪第一支店   小比賀 啓一先生 

  
（２）基準講習会（第１回生涯学習研修会） 
令和元年５月２日（木）午後１時～４時 会場 京都経済センター ６階Ｂ・Ｃ研修室 
参加者 会員１１８名 一般３５名 合計１５３名 

 
Ｂ－第４講座「災害時、備えて安心」 
 講師 京都府健康福祉部薬務課                     課長   横田   薫先生 
Ｂ－第３講座「薬事関係法規、制度、医薬品の適正使用、安全対策」 
講師 京都市保健福祉局医務衛生課               薬務係長  牧野 鉱也先生 

 Ａ－第１講座「排尿障害」 
講師 日本薬剤師会公認講師            薬剤師   難波  洋先生 

 
（３）登録販売者生涯学習研修会事業 
 第 2回生涯学習研修会 
 令和元年８月２５日（日）午後１時～４時 会場 京都経済センター６階Ｂ・Ｃ研修室 
参加者 会員１３４名 一般５０名 合計１８４名 

 
 Ａ－第２講座「皮膚のかゆみ、肌荒れ」 
講師 第一三共ヘルスケア（株）             大阪第一支店 小比賀 啓一先生 
Ａ－第３講座「にきび、ふけ」 
講師 第一三共ヘルスケア（株）             大阪第一支店 小比賀 啓一先生 

 
第４回生涯学習研修会 
令和元年１２月８日（日）午後１時～４時 会場 京都経済センター６階 B・Ｃ研修室 
参加者 会員１２６名 一般３４名 合計１６０名 
 

 Ａ－第５講座「生理痛が有る」 
講師 ライオン（株）ヘルス＆ホーム事業本部学術情報部    杉田 涼子先生 

  



Ａ－第６講座「疲れ目、目の渇き、痒み、結膜炎、ものもらい」 
講師 ライオン（株）ヘルス＆ホーム事業本部学術情報部      杉田 涼子先生 

 
（４）消費者のための講習会および女性部研修会 
令和２年２月２３日（日）森のステーションかめおか おうち薬膳「忘れな」 
出席者 １４名 
講師 森隆治先生・森美春先生  
  女性部パール会を薬膳教室でお世話になった、森先生ご夫妻にお願いし、森孝治先生

には、上手な食事の摂り方や、睡眠の摂り方、運動など私達が生活して行くのに、大切

な事を分かり易く、認知症も予防することが出来る事を学びました。 
  講義時間中に冬の薬膳料理を森美春先生に準備していただき、「忘れな」の名物、季節

の天ぷら・黒胡麻豆腐と鍋料理の薬膳料理でした。天ぷらや鍋料理には鳥のつくねに、

地元で採れる野菜が多く使われ黒胡麻豆腐もとてもおいしく、薬膳で言う「気を巡らし、

血も巡る」食材が入れられ、又、金時生姜にチョロギが入ったご飯、デザートにはチョ

ロギジェラートで、どれもとてもおいしく身体が温まり、薬膳の大切さっをあじわいま

した。その他に、「薬膳カレー、チョロギうどん、フレンチトースト」等も用意できる

ようです。 
 
２）公益目的事業Ⅱ  
１－１麻薬覚せい剤・大麻等薬物乱用防止「ヤング街頭キャンペーン」  
「ダメ・ゼッタイ」普及運動 
令和元年６月２２日（土）午後１時３０分～２時３０分 
四条河原町高島屋・まるい周辺  参加者１９名 
今年は天気が良く暑い日でした、四条河原町等、京都市内四か所で「薬物乱用防止ヤン

グ街頭キャンペーン」が開催され、当協会員は、例年どうり四条河原町に、大学生、専

門学校生や薬物乱用防止指導員と一緒に、リーフレットとティッシュペーパーを渡しな

がら「薬物乱用、ゼッタイダメ」を訴えました。街頭での啓発はリーフレットなどを受

け取ってもらえない人も多く大変ですが、薬物の恐ろしさを知って頂くため、今後もこ

の活動は続けて行きます。 
 
１－２ 令和元年度京都府薬物乱用防止指導員研修会 
令和元年９月２６日（木）午後１時３０分～４時４０分 会場 京都テルサ講堂 
参加者 ６名 
４名の講師による研修会でした。   
①「薬物乱用防止教室の現状と実施について」 
講師 京都府教育長庁指導部保健体育課 指導主事 真柴一二美先生 
薬物乱用者とのかかわり 
日常の健康観察で「気づく事」、居場所づくりや、相談しやすい雰囲気づくりで「関わ

る事」、関係者、関係機関との連絡「つなぐ」事が大切である。 
 
②「京都府の薬物乱用防止の取り組みについて」 
講師 京都府健康福祉部薬務課 副主査 服部正幹先生 



大麻の検挙者が増加している。 
「大麻の害」→大麻精神病、幻覚、妄想、無動機症候群、依存症に陥る、 
薬物乱用防止教室実施状況 → 小・中・高の実施率１００％（京都と山口のみ） 
③ 講演「少年の薬物乱用の現状」 
講師 京都府警察本部生活安全部少年課少年サポートセンター所長補佐 家村隆宏先生 
 京都府内での検挙数 
 平成３０年１０月 山科区の中３男子逮捕 
 平成３１年 ３月 中３女子逮捕 京都府内でも大麻所持で中学生が逮捕されている 
平成２７年から大麻が増加している。 
先輩、友人に誘われた。薬害の認識→タバコと変わらない 
保護者の認識→やめる様に注意しているが・・・ 
「まとめ」大麻の正しい情報を生徒に提供する。断る勇気を身に着けさせる。薬物に興 
味が向かない様な生活を送らせる。 
④「人を信じられない病～信頼障害としての依存症と薬物乱用防止教育」 
講師 地方独立行政法人 神奈川県立精神医療センター 医療局長 小林桜児先生 
① 子供のころから「切れやすい」性格（遺伝） 
② 薬物を使っている同級生や先輩、恋人と付き合っている 
③ 自宅や学校周りで薬物を手に入れやすい（環境） 
＊親の養育放棄 ＊不安定な家庭環境 ＊貧困（心理的な孤独） 

  依存症は溺れかかっている人＝浮き輪の様なものが必要 
  依存症の症状＝自己調節機能障害（感情の海を上手に泳げない） 
 
１－３ 令和元年度きょうと薬物乱用防止行動府民会議総会 
    高校生と考える薬物乱用防止シンポジウム 
令和元年１０月２６日（土）２時～４時５５分京都外大森田記念講堂 
参加者 ５名 
京都橘高校の根岸さんの開会宣言、京都府健康福祉部長 松村淳子様の挨拶の後、基調

講演があった。 
基調講演 「人はなぜ、ドラックを使うのか」 
国立精神・神径医療センター 嶋根卓也先生 
ドラックとは何か → 覚醒剤（メタンフェタミン）麻黄、（エェドリン） 
どの様な薬物が使われているか →①覚醒剤、大麻、カカイン、ヘロイン、ＭＤＭＡ、

危険ドラック ②シンナー、ライターガス、プロパンガス、③睡眠薬、抗不安薬、咳

止め、風邪薬、④未成年のタバコと酒、 
＊日本国内に薬物使用者は２００万人 ＊現在大麻使用者が増加中 ＊タバコ、大麻、覚

せい剤の共通点とは → ①依存症が有る ②仲間が有る ③煙を吸い込むトレーニ

ング ＊ なぜ人は薬物を使うのか →①好奇心や仲間の影響 ②気分を変えたいか

ら＊薬物から身を守るためには→①私は薬物を使いたくない、②私は健康を大切にし

たい、関わる→つなぐ→見守る→気づく＊誰もがゲートキーパー（命の門番）になる

ことが出来る 
京都府警察本部少年課 少年サポートセンター所長  出嶌様の報告では、大麻乱用

少年の言 →大麻は「タバコと同じか、たばこより害が少ない」と言っていた 



「薬物乱用防止シンポジユム」  
  パネリスト：嶋村拓也先生、松村淳子京都府健康福祉部長、高校生、大学生５名 
  嵯峨野高校の中務碧雪さんとＫＢＳアナウンサーの遠藤奈美さんの司会で進められた。

大学生の発言 →オランダへ留学した時、覚醒剤を吸っているのを見て恐ろしいと思っ

た。「まとめ」①強い意志を持つ ②家族や友人に相談する ③人とのつながりを持つ 

④自分を大切にする ⑤断る勇気を持つことが大事なことだ。 
（２）、医薬品適正使用の普及及び啓発事業 
  医薬品等の取扱い、その他、薬事に関する情報と、近畿ブロック協会の皆さんと常に 
連絡を取り、令和２年３月２１日（土）京薬協３Ｆ研修室ににおいて、近畿２府３県 
の会長、副会長が集まり近畿ブロック会を開催、近況等についての意見交換を行った。

（当日は出席予定であった、杉本雄一全薬協会長が、新型コロナウイルスの関係で欠席

された）。 
（３）医薬品の適正使用の普及及び啓発事業 
  京都府薬剤師会、京都府薬業団体連合会等と連携し、京都府の行う「薬と健康の週 間」

に「薬の知識」の冊子を渡し、府民に薬の正しい使い方などを説明した。 
（４）、医薬品等の普及及び流通の適正化事業 
  京都府薬剤師会、京都府医薬品小売商業組合と常に連絡を取り、販売姿勢の適正化に関

して意見交換を行った。 
（５）献血に関する事業 
  令和元年７月２８日（日）午前１０時～午後４時 
  伏見桃山 ＭＯＭＯテラス西入り口前にて   
  協会スタッフ ７名参加 米田、畑、髙橋、川端、原田、西川、沼田、 
  ４００ｍｌ献血   受付者数 ６８名 
            献血者数 ６０名 
           不適格者数  ８名  
  猛暑の中での献血で、今年は地下鉄六地蔵駅からも割合近い、ＭＯＭＯテラスで行うこ

とに成りましたが、昨年より２５名も多い６８名の申し込みが有り、大変嬉しかったで

す。受け付けも館内で行い、とても涼しく毎年この会場が良いのではないかと思うくら

いです。参加者では、米田会長と西川常務理事の２名が進んで献血を行い、他の理事は

午後４時までテッシュペーパーを配りながら「献血お願いします」の呼びかけを行いま

した。今後も大切な「献血事業」続けてゆきます。参加していただいた理事の皆さん、

暑い中での１日ご苦労様でした。 
  

 ３）公益目的事業Ⅲ 
（１）「薬草に親しむ会Ⅱ」薬膳インストラクター養成中級講座（３期生） 
  受講者４６名 退会者４名 出席日数不足者２名 修了者４０名 
  講師 「薬膳学概論」       宮西 雅人先生 
  講師 「薬膳実習」   薬剤師  阪口 順子先生 
  講師 「薬膳料理現地試食」    森  美春先生 
  講師 「薬草と生薬」   薬剤師 森  隆治先生  
  薬膳学概論  ６回 （ 5／5、6／2、8／18、9／1、11／3、1／5 ） 



  薬膳料理実習 ３回 （ ７／7、12／１、2／2 ） 
  薬草園現地実習ならびに「薬草・生薬」研修 1回（ 10／6 ） 
 
（２）「薬草に親しむ会Ⅱ」薬膳インストラクター養成初級講座（4期生） 
  受講者５０名 退会者 1名 出席日数不足者 1名 修了者４８名 

講師 「薬膳学概論」      宮西 雅人先生 
講師 「薬膳実習」  薬剤師  阪口 順子先生 
講師 「植物と薬」  薬剤師  山浦 高夫先生（日本新薬植物資料館館長） 

  薬膳学概論 6回  （6／16、7／21、9／15、11／17、1／19、3／15、） 
  薬膳料理実習 3回  （8／11、12／22、2／9、） 
  日本新薬薬用植物資料館・薬草園見学と講義受講 1回（10／20、） 
 
（３）薬膳指導者スキルアップ講座 （薬膳上級第１期、第２期卒業生） 
  第１回７月１４日 午前１１時～午後３時  出席者 １９名 
   講師 阪口 順子先生 スタッフ：中川、橋本、前川、牧野、 
   「血虚体質の薬膳」 
、第２回９月２２日、午前１１時～午後３時  出席者 １６名  
  講師 阪口 順子先生 スタッフ：中川、前川、牧野、 
  「腎陰虚体質の薬膳」 
 
（４）薬草・生薬研修会 
  令和元年１０月６日（日）１０時～１１時 
参加者 １２名 

  森のステーションかめおか  ＮＰＯ法人チョロギ村代表 森 隆治先生 
日本の認知症人口は平成 14年 150万人、平成 24年 462万人、予備軍 400万人合
計 862 万人、65 歳以上では 4 人に 1 人が対象者である。アルツハイマー型 60％、
脳血管性認知症 30％、其の他 10％、と言われている。 
森隆治先生からは、日常の食事の摂り方や、運動、睡眠等、毎日の生活の中で、少 
こしの注意と、知恵で認知症を防ぎ、健康で長生き、楽しい人生を送れることを学 
びました。 

（５）総会事業（公社）全日本医薬品登録販売者協協会総会 
 令和元年 5月 23日 正午～午後 4時 全薬協３Ｆ大会議室 
 出席者 米田宗一会長、 畑 忠夫全薬協相談役 

 
（６））総会事業 （公社）京都府医薬品登録販売者協会総会 
 令和元年 5月 25日（日）午前 10半～1２時 京薬協３Ｆ研修室 
司会  西川隆二常務理事 
挨拶  米田宗一会長 
全薬協では大変な状態になっている県がある。全薬協を一つの団体として統一し、各

県で行っている研修を全薬協で行い、各県は場所だけ提供する。事務所は会長宅に置

き費用のかからない様に考えている。皆さんの協力を得て多くの事業を進めて行きた

いとの、杉本会長からの発言があった。 



（７）新年大会 
 令和 2年 1月 11日（土）午後 5時半～午後 8時 グランヴィア京都ホテル 
出席者 44名 

（８）其の他の事業  
 「医薬品登録販売者の現状についての勉強会」 
 令和 2年 2月 8日（土）3時～5時 京薬協３Ｆ研修室 
出席者：繁本 護衆議院議員様、富きくお市議会議員様、近藤永太郎府議会議員様 
松村淳子京都府健康福祉部長様、横田 薫京都府健康福祉部薬務課長様、西原和美京都

市保健福祉局医務衛生課課長様 
京都府医薬品登録販売者協会 会長 米田宗一、副会長 黒田美喜、鈴木俊信、中川眞

寿子、常務理事 木尾昭文、西川隆二、理事、畑 忠夫、川端 鎮、亀田知之、 
飯田夏江、監事 原田郁生、会員 伊藤誠介、 
（１）医薬品登録販売者の現状と制度 
 薬種商から医薬品登録販売者制度と名称変更（制度の中身が大きく変わる）。2009
年（平成 21 年）の規制改革で改正された、「薬機法」で新設された一般用医薬品販売
に関わる資格である。資格種類として、文部科学省が発行する国家資格一覧は、「都道

府県が行う資格」として記載し、厚生労働省の資格一覧には記載されていない。 
改正薬事法は販売制度として、一般用医薬品の販売に従事する者と定め、資格の確認の

ために都道府県知事が厚生労働省の定めにより行う試験に合格する必要が有る。受験資

格は法改正により 2015年（平成 27年）4 月 1日以降は学歴、中学卒と実務経験が不
要だが、合格して販売従事登録後に管理者の元、2年間の実務経験を経て精気の登録販
売者となる。 
（２）付帯決議として資質の担保の為に、年間 12時間の研修受講の義務化が定められ
た。①外部研修機関による外部研修の実施状況はどうか。ドラックストア等で行われて

いる、内部研修でよいのか、②研修の受講率は（会員、非会員を含め）、薬事巡視の際

に行政による確認を、 
（３）医薬品登録販売者試験の現状とこれから 
各地方自治体→関西広域連合会で実施→国家試験へ 
繁本議員：国への橋渡しをお願いする。 
（４）経済的な側面からの現状とこれから 
①ドラックストア（大型量販店）の台頭と量販店の来店者への手渡し、クーポン値引

き（２０％値引き、１５％値引き、１０％値引き）を、日を変え連日の値引き販売、

合わせて、チラシ広告による値引き販売が行われている。 
②処方箋による漢方薬などの処方（例）「こむら返り」に店頭で販売されている「芍

薬甘草湯」が、通院している主治医に申し出れば処方していただける。健康保険の

支払いで、7 割から９割が保険から支払われ、本人の支払いは 1 割から 3 割の支払
いで済み、通常頂いている薬代にプラスされ額は非常に少なく、薬店で購入すると

きの 10分の１くらいの支払いで済みます。 
（５）登録販売者には 3種類の違いのある登録販売者がいます。 
１、薬種商から登録販売者に移行した。①（受験条件：経験年数 3 年で 4 年に 1 回
の受験、承継者も含む）②平成 21年の登録販売受験者（受験条件：経験年数 1
年 



  高卒以上）③平成 27年登録販売受験者（受験条件：経験年数なし、中学卒以上）合格
後、管理者の下で 2年間の実務経験後管理者としての資格が認められる 
（６）薬種商の資格であった時は、その職を離れていても戻った時は、薬種商として戻

れたが、現在の従事登録販売では管理者であっても 5年間職を離れる時は、5年
間のうち 2年間実務に付かなければ管理者として戻れない。薬種商の資格から移
行した登録販売者も同じ扱いになる。沢山の問題が指摘されたが、繁本護衆議員

には厚生労働委員として衆議員で働くとの言葉を戴きました。     以上 
 

 
   
   


